
1　事業の概要

①　成果目標（H27)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

27年度 28年度区　　分（単位：千円） 25年度 26年度

成果目標・
事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H27事業実績
H27 H28

（当初） （決算） （当初）

合計 477 466

250人 72人 未達成

616

成果目標の達成状況

項目

がん教育に関する研
修会参加者数

事業番号 15 08 02 事業改善シート （27年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 がんの教育総合支援事業費 担
当
課

部局 教育委員会事務局

４　安全・安心・信頼の学校づくり 実施期間 H26 ～

県が関与
する理由

県関与の必要性あり
【左記の説明、根拠法令等】

文部科学省の事業委託要項により、委託先は都道府県または政令指定都市とされている。

課・室 保健厚生課

総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail hokenko@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
7-1　子ども一人ひとりの個性や能力を伸ばす学校教育の充実

県民との協働による実施： 検討中

目指す姿
「がん対策推進基本計画」や「長野県がん対策推進条例」が制定されるなど、健康教育全体の中でもがんに関する教育の推進が求められ
ていることから、学校現場におけるがんの正しい知識の普及やがん患者に対する理解を深めるための取組みを推進する。

現状
（予算編成

時）

○がん教育に関する研修会を開催
○がんの教育を推進するためのモデル校において、効果的な指導方法を研究

がんの正しい知識の普及やが
ん患者に対する理解を深める
ための研修会の開催及びが
ん教育推進モデル校におけ
るがん教育の効果的な指導
方法の研究

直接

モデル校（中学・高校各1校）を指定し、モデル授業を
実施したほか、外部講師を派遣して講演を行った。学
校の教員を対象とした研修会（1回）を開催し、がん教
育の推進について研修を深めた。

477 466 616

○学校現場におけるがんの正しい知識の普及やがん患者に対する理解を深めるため、がん教育に関する研修会を開催する。
○健康教育全体の中でがん教育をどのようにしていくべきかを検討するため、がん教育を推進するためのモデル校において効果的な
指導方法を研究していく。

504 477 616

100人
合計（A) 0 616

200人

当初予算

補正予算

Ｈ27 H28
目標

H26末
（実績） 目標 成果 達成状況

Aの
財源

504 477

概　算
人件費

0.10 0.10 0.10

0

471 466

828

0 0 0 0

□ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 ■ 事業を現行どおり実施
今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

取組を全県的に広めるため、がん教育への先進的な取り組みを希望する市町村とも連携しつつ、体制づくりをすすめていく。

目標に対
する成果
の状況

・モデル校での取組は、内容がより実践的なものとなり、教育現場での取組への方向性がある程度明らかになった。
・研修会は、全国第一人者を招聘して開催した前年度の研修会が好評を得たことから、同一内容で開催を当初進めていたところ、同講師
からの提案に基づき、講義形式ではなくグループワークによる実践的な内容に変更したため、会場の規模等から参加者数を制限せざるを
得なくなり、目標に達しなかった。

 概算事業費（B（A）+C） 0 1,297 1,294 1,444

826 828

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

予
算
額

前年度繰越

504 477 616


